讃樹會平成29年度第二回理事会
平成30年1月22日（月）　20：00～21：00　　管理棟4Ｆ　第1会議室

1.第15回総会の日程及び記念講演会について
日程は5月19日(土)15：00、会場は医学部臨床講義棟１階に決定しているが、記念講演会の講師については現在交渉中、返答待ちの状態である。

2.30年度・31年度会長選挙及び理事選挙について	
立候補者、理事候補者の公表があり、選挙実施の流れの確認が行われた。12月20日締切の会長立候補者は佐藤清人先生一名であったので、信任投票となることが説明された。所信表明及び推薦状は同窓会報に掲載される。理事選挙は、規程通り、信任投票となる。

3.学会助成金制度について	
前回の理事会では、応募資格を「学会の主催者であること」と明確にした改正案が執行部から提出されたが、これまでの弾力的な「主催者」の解釈を、文字通りの「主催者」に限定すると、応募できないケースが増える等まだ議論が足りてない案件として、執行部会に持ち帰り再検討することとなった。
執行部では公平性を保つということを念頭に再検討し、今回30年度募集に関しては、一旦、改正案は取消し、これまで通りの募集要項で3月末までの申請に対して対応することを述べた。応募資格については、弾力的な解釈のままで、主催者に伴う共催者も含み、各医局において讃樹會という看板を背負って頑張りたいということでの申請だと理解する。ただし、今後、応募が多くなった場合の選考方法を具体的に、今回の理事会で検討いただきたいと希望があり、それに対して以下の通り、多数の意見が出された。
「全部の応募に対して配分すると、一件当たりの配分が少なくなるが、多少でも同窓会から寄附が届く方が公正であるし、本来の目的に叶っている」「臨床系と基礎系では学会の規模や、資金集めの困難さに差があり、同じ助成額でも効果に違いがあるが、困っている同窓生をサポートするという主旨にのっとったルール作りが必要」「讃樹會会員が教授になって学会を主催する時に、まとめてサポートしてあげるのが筋でないかと思う。讃樹會が属する医局にサポートするとなると、どこからでも応募できる。」「全国的に調査するのは大変な手間がかかるが、どのくらいの学会が開催されているのか実際に調査しないと、予算規模が考えにくいし、どのくらい助成ができるかわからない。いずれにしても予算次第であるし、申請数も予測不明で議論しにくい」
学会助成金制度の目的には賛成であるが、方法論として、応募資格を誰に絞るか、予算をどのように決めるか、どう配分するかをもっと議論するためにも、資料を集め、讃樹會の会員に公平かつ有効に助成するにはどうすればいいのか、ということで今後も議論を煮詰めていく必要があることとなった。
学会助成金については今後の検討課題であり、今後も審議してルールがまとまり次第、全体にもっと周知した方がいいという意見で一致した。				

4.香川大学基金・寄附の依頼文同封について	
[bookmark: _GoBack]香川大学では大学基金への寄附を募っており、６学部同窓会にも協力を求めており、既に法学部・経済学部同窓会（又信会）には総会で寄付依頼を配布しているが、讃樹會に対しても、同窓会報に寄附のお願いについての案内を同封してほしいと、香川大学理事・副学長の方から安田事務局長に依頼があったことが説明された。執行部としては、寄附自体は個人の意思でしていただくものであるので、依頼資料を会報に同封して全会員に配布することは問題ないのではないかという見解であるとし、理事へ本件についての意見を問いかけ、全体の承諾があった。

5.準会員への支援について
　①学生ACLS勉強会　同窓会からの助成の使徒の一つに、CPR甲子園出場のための費用（主として交通費）を加えてほしいとの嘆願書を元に審議された。過去の理事会で同サークルへの助成が決定して以来、毎年継続的に支援が行われているが、ACLSの活動が軌道にのってきているのであれば、他のサークルと差別をしてここだけ援助するのはどうなのかという疑問が出てくる。
ただ、今年度に関してはこれまでの経緯を勘案して、旅費の一部を予算内（講習会費用含めて上限50000円）で支援することとする。来年度以降は、公平なルールを執行部会で再検討する余地がある。「非公認のサークルへ予算を立てるのは問題があるのではないか、活動に必要な資金を調達するのも勉強の一つだと考えられる」との意見も出た。	
　②短期留学助成金		
学部の定める教育の一環としての留学を讃樹會から助成するという主旨に則り、大学が提携（又は準提携）している留学先だけを対象とし、それ以外は助成対象先と認められないことが確認された。
また、申請回数については、限られた予算内であるためできるだけ大勢の申請者に助成できるように、一人につき在学中に２回まで申請できることと決められた。

6.その他
 大西議長から、理事会は各学年から代表が出ていて、色々な世代の意見を反映できる場であり、讃樹會会員に対して公平性を保ち、有効な活動を行うための会であり、今後も理事会を通して公平性を発展させていきたいとの締めの言葉があった。
